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「冷静な理論」にとどまった（HWzB. Bd.12. S.524）。 





































































































































































































































で、このような根拠をなすのは潜在的な共同意志〔der gemeinschaftliche Wille in 
potencia〕である。同様にして、国家の法律の根拠をなすのは顕在的な共同意志〔der 






















































「根源的契約〔der ursprüngliche Vertrag, der ursprüngliche Kontrakt （ contractus 












































































































































































・カントについては、Kants gesammelte Schriften （［KgS.］と略記）に基づき、巻数と頁数
を示す。以下の著作は［ ］内のように略記する。 
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 『道徳形而上学〔Metaphysik der Sitten〕』［MS.］, KgS.Bd.6. 
 『法論〔Rechtslehre〕』［RL.］, Bd.6. 節番号が付されているばあいは、［§］で示し、そう
でないばあいにのみ、MS.の頁を示す。 
 『理論と実践〔Über Gemeinspruch: Das mag in der Theorie richtig sein, taugt aber für die 
Praxis〕』［TP.］, KgS.Bd.8. 
 『永遠平和論〔Zum ewigen Frieden〕』［EF.］, KgS.Bd.8. 
・フィヒテについては、J. G. Fichte sämmtliche Werke ［SW.］に基づき、巻数と頁数を示す。 
以下の著作は［ ］内のように略記する。 
   『自然法の基礎』[Grundlage des Naturrechts]［NR.］, SW.3 
・ヘーゲルについては、Hegel Werke in zwanzig Bänden ［HzB.］に基づき、巻数と頁数を 
示す。 
 





































































志〔volonté générale〕」に対応するが、「普遍意志（全般意志）〔der allgemeine Wille〕」はル
















（本論文は平成 24 年度札幌大学研究助成制度による研究成果である） 
 
